




感染症の重症化・極度な栄養障害などが減少した反面,先天異常・事故による傷害,さらに,

非社会的事態によってもたらされる小児の身体の傷害や心の健康障害に対して重大な注目

をあてて対応する必要性が強く認識される時代に至ってきた。しかし,これらの問題の発生

要因や問題解明に関して適切な対応がなされていない現状にある。このような事態に早急

に対処するためには,正確な資料の収集と対策の確立に向けて,次の 4つの視点から研究を

実施することによって対応することにした。すなわち,①先天異常の発生とその予防,②小

児の発育発達状態と順調な発育発達の保障,③小児の事故発生とその予防,④小児の心身の

健康障害と養育条件の関係,であり,家庭・地域などの環境条件や養育条件との関連で研究

を実施した。その効果的成果を期待するために,医学・保健学の専門家のみでなく,心理学・

栄養学・教育学・社会学などからの巾広い専門家の参加を求め,いわゆる学際的研究を行っ

た。さらに,今年度は,研究実施三年次を迎えたわけであり,過去 2年間の研究成果を土台に

した母子保健政策への指針が提示できることを目ざしている。 

先にあげた 4 つの視点に基づき,4 つの分担研究班が設定され,①先天異常のモニタリング

と対策に関する研究,②小児の発育発達に及ぼす地域・家庭の影響に関する研究,③小児の

事故とその予防に関する研究,④小児の健康と養育条件に関する研究,であり,次に,各々の

分担研究班の今年度の成果の概要を報告する。 


